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１． 経営成績・財政状況の概況 

（１） 経営成績の概況 

① 当期の経営成績 

経常収益は、貸倒引当金戻入益、有価証券利息配当金、カードビジネス関連手数料、法人ビジネス

関連手数料等の役務取引等収益の増加等のほか、株式会社リウコムの連結子会社化に伴う売上高の計

上により前期を 30 億 81 百万円上回る 600 億 93 百万円となりました。 

一方、経常費用は、主に米国金利上昇による外貨調達コストの増加等により前期を 25 億 12 百万円

上回る 515億 93 百万円となりました。 

この結果、経常利益は前期を５億 69百万円上回る 84億 99 百万円となりました。親会社株主に帰属

する当期純利益は前期を３億 6百万円上回る 58億 96 百万円となりました。 

報告セグメントごとの業績につきましては、セグメント利益は、銀行業で前期を２億 64百万円上回

る 72 億 61 百万円、リース業で前期を 21百万円下回る５億 13百万円、クレジットカード業で前期を

２億 17百万円下回る４億 50 百万円、信用保証業で前期を１億 54 百万円下回る６億 36百万円、その

他で前期を６百万円下回る８百万円となりました。なお、第３四半期連結会計期間より株式会社リウ

コムを連結子会社としたことを契機に、従来の報告セグメントに加え「IT事業」について報告セグメ

ントとして記載する方法に変更しております。IT 事業でのセグメント利益は１億 11 百万円となりま

した。 

② 次期の見通し 

2023 年度の業績につきましては、県内景況の回復に伴い貸出金利息や役務取引等利益は増加を見込

んでいるものの、有価証券運用では将来の収益力増強を目的に戦略的に有価証券残高を積み増してお

り、特に外国債券において足元の欧米金利の状況から一時的に調達コストが増加することや、ベース

アップ等の処遇改善による人件費の増加、新紙幣発行に伴う機械設備の改修および ATM 等障害発生時

の迅速な情報提供を目的とした店外 ATM を含む全店へデジタルサイネージの導入を計画していること

等により物件費も増加が見込まれております。これにより、銀行単体では、経常収益 403 億円（同△

４億円）、経常利益 58 億円（同△14 億円）、当期純利益 40 億円（同△11億円）となる予想です。連

結においても、単体の業績予想の影響が大きく、経常収益 622 億円（前期比＋22 億円）、経常利益 74 

億円（同△10億円）、親会社株主に帰属する当期純利益は 51 億円（同△７億円）を予想しています。 

一方、上記支出の増加は一過性の要因もあることから、2024 年度以降の単体当期純利益および親会

社株主に帰属する当期純利益は増益となることを見込んでおります。 
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（２） 財政状態の概況 

当連結会計年度末の総資産は前連結会計年度末を 223 億 41 百万円下回る３兆 425 億 23 百万円とな

りました。純資産は前連結会計年度末を 31億 43 百万円上回る 1,381 億 62 百万円となりました。 

主要勘定としては、預金等（譲渡性預金を含む）の期末残高は、新型コロナ禍において、個人預金

の残高が依然と高いまま推移したことから、前連結会計年度末を 1,305 億 20 百万円上回る２兆 7,287

億 80 百万円となりました。貸出金の期末残高は、個人向け貸出が住宅ローンを中心に好調に推移した

ことに加え、法人向け貸出も運転資金などが増加したことから、前連結会計年度末を 236 億 45 百万円

上回る 1兆 8,280 億 59 百万円となりました。有価証券は国債や外国債券を中心とした債券等の取得に

より前連結会計年度末を 1,129 億 96 百万円上回る 4,771 億 75 百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、借用金の減少等により 522 億 66 百万円の支出となりまし

た。投資活動によるキャッシュ・フローは、債券を中心とした有価証券の取得等により 1,167 億 35 百

万円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払い及び自己株式の取

得等により 29億５百万円の支出となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末比1,718億 61百万円減少の5,981

億２百万円となりました。 

２． 会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当行グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本

基準に基づき連結財務諸表を作成する方針であります。 

なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に

対応していく方針であります。 
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（６）連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更） 

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用） 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 

2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年

度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に定める経過的な取

扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわた

って適用することとしております。 

これにより投資信託財産について市場価格の有無、重要な解約制限の有無及び

基準価額を時価とみなす取扱いの可否等の判定を行い、時価を算定することとい

たしました。 

なお、この変更による連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 
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（セグメント情報）  

１．報告セグメントの概要 
当行グループは、当行及び連結子会社７社で構成され、銀行業務を中心にリース業

務、クレジットカード業務、信用保証業務などの金融サービスに係る事業を行ってお
り、当行の取締役会において定期的にグループ内の会社別の財務情報を報告しており
ます。 

第３四半期連結会計期間より株式会社リウコムを連結子会社としたことを契機に、
報告セグメントの見直しを行いました。これにより従来の報告セグメントに加え「IT
事業」について報告セグメントとして記載する方法に変更しております。 
「銀行業」は、当行の本店のほか支店等においては、預金業務、貸出業務、内国

為替業務、外国為替業務及び有価証券投資業務等並びにこれらに付随する業務を
行っており、「リース業」はリース業務等、「クレジットカード業」はクレジットカ
ード業務等、「信用保証業」は信用保証業務、「IT事業」はIT業務を行っております。 

２．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額
の算定方法 
報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。 
なお、セグメント間の内部経常収益は第三者間の取引価格に基づいております。 

３．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の金
額に関する情報 

 当連結会計年度(自 2022 年４月１日 至 2023 年３月 31 日)

(単位：百万円)

報告セグメント 

その他 合計 調整額
連結財務諸

表計上額 銀行業 リース業
クレジット

カード業 

信用 

保証業
IT 事業 計 

経常収益 

外部顧客に対 

する経常収益 

39,935 15,414 2,966 582 1,186 60,085 7 60,093 ― 60,093 

セグメント間の 

内部経常収益 

821 143 737 164 165 2,031 422 2,453 △2,453 ― 

計 40,756 15,557 3,703 747 1,352 62,117 429 62,546 △2,453 60,093 

セグメント利益 7,261 513 450 636 111 8,974 8 8,982 △483 8,499 

セグメント資産 3,003,609 42,752 21,721 8,377 3,543 3,080,004 176 3,080,181 △37,657 3,042,523 

セグメント負債 2,882,435 35,471 14,149 4,714 1,478 2,938,249 48 2,938,297 △33,936 2,904,361 

その他の項目 

減価償却費 2,221 665 82 1 4 2,975 1 2,977 △0 2,977 

のれんの償却額 ― ― ― ― 10 10 ― 10 ― 10 

資金運用収益 28,507 8 353 0 0 28,869 0 28,869 △620 28,248 

資金調達費用 903 135 132 ― ― 1,171 ― 1,171 △200 970 

減損損失 4 ― ― ― ― 4 ― 4 ― 4 

有形固定資産 

及び無形固定 

資産の増加額 

3,466 766 57 0 7 4,297 0 4,298 △13 4,284 

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。 

２ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、現金精査整

理業務や産業、経済、金融に関する調査研究業務等であります。 

３ 「調整額」は主にセグメント間取引消去であります。 

４ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

当連結会計年度 

(自 2022 年４月 １日 

至 2023 年３月 31 日) 

１株当たり純資産額 円 3,321 円 40 銭 

１株当たり当期純利益金額 円 139 円 39 銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 円  138 円 98 銭 

(注)１ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

当連結会計年度末 

(2023 年３月 31 日) 

純資産の部の合計額 百万円 138,162 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 160 

（うち新株予約権） 百万円 160 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 138,002 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末

の普通株式の数  
千株 41,549 

(注)２ １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 
の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

当連結会計年度 

(自 2022 年４月 １日 

 至 2023 年３月 31 日) 

１株当たり当期純利益金額   

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 5,896 

普通株主に帰属しない金額 百万円 － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する 

当期純利益 
百万円 5,896 

普通株式の期中平均株式数 千株 42,303 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額  

親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 － 

普通株式増加数 千株 125 

 うち新株予約権 千株 125 
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（企業結合等関係） 

取得による企業結合 

当行は2022年8月26日の取締役会において、株式会社リウコム（以下「旧リウコム」。）が

会社分割（新設分割）の方法により設立し、IT事業を承継させる新会社（以下「新リウコ

ム」。）の株式を100%取得することについて決議し、同日、旧リウコムとの間で株式譲渡契約

を締結いたしました。その後、株式譲渡契約に基づき2022年12月１日に株式を取得し連結子会

社としました。 

１.企業結合の概要 

（1）被取得企業の名称及び事業の内容 

①  被取得企業の名称 株式会社リウコム  

②  事業の内容 IT事業 

（2）企業結合を行った主な理由 

近時、金融機関や事業会社を取り巻く環境は大きく変化しており、特に、デジタルトラ

ンスフォーメーションの進展により、当行グループ及びグループのお客さまのデジタル戦

略推進ニーズは今後ますます多様化・複雑化・高度化していくことが見込まれます。 

このような状況のもと、旧リウコムのIT技術力と当行の事業性評価に基づくソリューシ

ョン提案力を融合することにより、地元企業の経営課題の解決及びIT化の推進に貢献する

ため、会社分割により旧リウコムのIT事業を承継する新設会社である新リウコムを設立し

他業銀行業高度化等会社の認可を取得したうえで、新リウコムを当行の完全子会社とする

ものです。 

（3）企業結合日 

2022年12月１日 

（4）企業結合の法的形式 

現金を対価とする株式取得 

（5）結合後企業の名称 

株式会社リウコム 

（6）取得した議決権比率 

100％ 

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠 

当行が現金を対価として株式を取得したことによります。 

２.連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績の期間 

2022年12月１日から2023年3月31日 

３. 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内容 

（1）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

取得の対価 現金 2,000百万円

取得原価  2,000百万円

  （2）主要な取得関連費用の内容及び金額 

     デューデリジェンス費用等 43百万円 
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４. 取得原価の配分に関する事項 

（1）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳 

流動資産 4,832百万円

固定資産 77百万円

資産合計 4,910百万円

流動負債 2,717百万円

固定負債 351百万円

資産合計 3,069百万円

（2）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

①発生したのれんの金額 

158百万円 

②発生原因 

被取得企業の時価純資産額と取得原価の差額によるもの 

③償却方法及び償却期間 

５年間で均等償却 

５. 比較損益情報 

企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度に係る連

結損益計算書に及ぼす影響は、被取得企業が2022年12月１日設立のため、記載を省略しており

ます。 

（重要な後発事象） 

該当ございません。 
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